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研究成果の概要 

 

本研究者が推進する、複数の Platform試験をつなぐ“Platform of Multi-Platform Trials 

(PMPT)”のコンセプト実現のための最適な臨床試験ガバナンスに関して、これまでのグローバルな

潮流を把握するために Scoping Reviewを実施中であり、また、並行して関連する記述的国際調査

を主導中である。 

日本国内においては、既存の呼吸器感染症を対象にした REMAP-CAP というプラットフォーム

試験に加え、薬剤耐性にも関連する SNAP というプラットフォーム試験の国内体制立ち上げを進

めることができた。今後、国内での患者登録を目指す。これら 2つの国際プラットフォーム試験を効

率的に運営していくためのプロセスを実践科学の観点で定量・定性的に把握する研究も進行中で

ある。 

他の研究グループ・事業との研究拡張性に関して、新型インフルエンザを含むインフルエンザ

肺炎治療に関してより適切かつ迅速に対応できる研究基盤構築を目指し、国内の他の研究グル

ープと共同で、インフルエンザの株の違いによる治療反応性の変化(= heterogeneity of treatment 

effect, HTE)の検証を可能にする研究への議論を深めた。大枠の研究体制の議論は完了してお

り、今後は実際の患者登録を目指す。 

また、PMPTの社会促進因子として、患者や市民の臨床試験への参画を促進するための組織

構築や研究計画を進めている。今後、国際的なグループにおいても、同様の研究を主導していく。 

その他、関連する複数の論文投稿の準備を進めることができており、来年度以降の査読論文へ

の発表を目指している。 
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